
電話相談：火曜日、土曜日の 10時～15時 TEL（052）842‐8878 面会相談：木曜日(曜日、時間は柔軟に対応) 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ９月度 家族ＳＳＴ講座開催 ◇ 
9 月 26 日（土）、新参加の 3 家族を含め 16 名の家族が参加し

ました。参加者の皆さんには、検温、消毒、マスク、換気、参加

者名簿の記入など、ご協力いただきありがとうございました。ま

た、コロナ禍の中で思い悩む家族に寄り添い、講座を快諾して頂

いた吉田先生や林さんに感謝申し上げます。 

当日は、前回からのお互いの近況を話し合い、その中から吉田

先生は共通のテーマとして「ストレスとの関係性」を判り易くお話ししていただきました。 

「ストレス・脆弱性」モデル 

                                   

                                  

  

 

 

 

 

  

  

 ※ 縦軸がストレス、横軸は脆弱性 

令和 2 年 9 月 27 日（日） 
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❖❖ 吉田先生のお話の概要 ❖❖ 

脆弱性とは、病気になりやすさ（ストレスに対

する脆さ）のことです。 

脆弱性が小さいＡさんと大きいＢさんでは 

ストレスが大きくなるとＢさんは「不健康」の領

域に入ってしまいますが、脆弱性が小さいＡさん

は健康状態を維持しています。（  印） 

ストレスが小さくなればＢさんも健康状態を保

つことができます。（  印） 

薬物療法などでＢさんもＡさんになることが

できます。本人が受けるストレスは様々です。 

ストレスは家族の対応の仕方や周りの人との関

係性にも影響されます。 

続いて、本人のストレスにならないような伝え方について、Ｃさんが林さん（息子役）とロールプ

レイを行い、Ｃさんの伝え方について皆で感想を出し合いました。新しく参加したＤさんは、本人と

の距離を縮める会話だった、他の家族も本人の目線で対話されており参考になった…などでした。 

吉田先生は、「本人の気持ちに寄り添う」「どうしたいのか本人の意見を聴く」ことの大切さ、「本人

の気持ちに寄り添う」ことと「家族も自分の生活を大事にすること」も合わせてアドバイスしていた

だきました。参加した家族の皆さんの近況報告やロールプレイの感想を通して、日常生活の中で家族

も本人もストレスを抱え込まない術を気付かされ、学び合い、癒されたＳＳＴでした。 

最後に、小島副会長より次回の講座の連絡と吉田先生、林さんに感謝の意を伝え終了しました。 

（名家連副会長/池山豊子） 

林さん、大橋副会長、吉田みゆき先生 
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